
JP 2009-176457 A 2009.8.6

10

(57)【要約】
【課題】画素開口の開口率の向上を図りつつも、補助配
線との接続によって有機電界発光素子の上部電極の電圧
降下を十分に防止できるレイアウトの表示装置を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】略矩形の表示領域３ａが設定された基板３
と、下部電極と上部電極との間に有機層を挟持してなり
表示領域３ａ内に配列された複数の有機電界発光素子と
、下部電極と同一層からなると共に前記上部電極に接続
された状態で、当該下部電極間に配線された補助配線と
を備えた表示装置１において、各有機電界発光素子が配
置される略矩形の画素開口ａの長辺方向が、表示領域３
ａの長辺方向ｘと一致していることを特徴としている。
また、補助配線のうち、表示領域３ａの短辺方向ｙに延
設された配線部分の配線幅が、当該表示領域３ａの長辺
方向ｘに延設された配線部分の配線幅よりも大きい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略矩形の表示領域を有する基板と、
　前記表示領域内に配列され、下部電極と上部電極との間に有機層を有する複数の有機電
界発光素子と、
　前記下部電極と同一層からなると共に前記上部電極に接続された補助配線とを備えた表
示装置において、
　前記各有機電界発光素子が配置される略矩形の画素開口の長辺方向が、前記表示領域の
長辺方向と一致している
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記補助配線のうち、前記表示領域の短辺方向に延設された配線部分の配線幅が、当該
表示領域の長辺方向に延設された配線部分の配線幅よりも大きい
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項２記載の表示装置において、
　前記補助配線のうち、前記表示領域の長辺方向に延設された配線部分は、当該表示領域
の短辺方向に配列された複数の画素開口を１組とした各画素毎に配置されている
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記補助配線は、前記表示領域内において当該表示領域の短辺方向のみに延設されてい
る
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記補助配線のうち、前記表示領域の短辺方向に延設された配線部分は、前記各画素開
口間に配置されている
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記各有機電界発光素子にそれぞれ接続された駆動回路を備え、
　前記表示領域の長辺方向に配列された複数の画素回路が、当該表示領域の短辺方向に配
列された複数の有機電界発光素子にそれぞれ接続されて１画素を構成している
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項６記載の表示装置において、
　前記１画素を構成する複数の駆動回路は、前記表示領域の長辺方向に配線された１つの
走査線に接続されている
　ことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、特には有機電界発光素子を備えたアクティブマトリックス駆
動の表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１４には、有機電界発光素子を用いた表示装置（有機ＥＬ表示装置）のレイアウト図
を示す。この図に示すように、有機ＥＬ表示装置は、基板３上に略矩形の表示領域３ａが
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設定され、この表示領域３ａ内に複数の画素開口ａが配列形成されている。各画素開口ａ
は略矩形形状であって、その長辺方向を表示領域３ａの短辺方向に一致させて配列されて
いる。有機ＥＬ表示装置においては、画素開口ａの形状が、そのまま有機電界発光素子Ｅ
Ｌの発光面の形状と一致している。
【０００３】
　図１５に示すように、各画素開口ａに一致して設けられる有機電界発光素子ＥＬは、画
素開口ａに対応してパターニングされた下部電極（例えばアノード）５を備えている。こ
のような下部電極５の周縁は絶縁膜７で覆われ、この絶縁膜７に設けられた開口が画素開
口ａとなる。そして、画素開口ａから露出させた下部電極５上に、有機層９、および上部
電極（カソード）１１をこの順に積層した部分で有機電界発光素子ＥＬが構成されている
。
【０００４】
　アクティブマトリックス駆動の表示装置においては、下部電極５よりも下層に設けられ
た駆動回路(図示省略）が、各下部電極５に接続された構成となっている。また上部電極
１１は、複数の有機電界発光素子ＥＬで共有されたベタ膜として構成されている。
【０００５】
　以上のようなアクティブマトリックス駆動の表示装置においては、有機電界発光素子Ｅ
Ｌの開口率を確保するために、上部電極１１側から光を取り出す、いわゆる上面光取り出
し構造（以下、上面発光型と記す）として構成することが有効になる。このため、上部電
極１１に対しては、光透過性を確保するためにナノオーダーの薄膜化が要求され、これに
より抵抗値が上昇して電圧降下が生じ、パネルの高精細、大型化を図るうえで表示領域３
ａの中央が暗くなってしまう様なクロストークが発生する。
【０００６】
　そこで、上部電極１１に対しては、表示領域３ａの四隅に設けた電源供給ＴＣＰ（Tape
 Carrier Packag）１３から電源が供給されるようにしている。またさらに、下部電極５
と同一層からなる補助配線５ａを表示領域３ａ内に格子状に設け、この補助配線５ａを上
部電極１１に接続させることにより、クロストークの発生を抑える構成が提案されている
（下記特許文献１参照）。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－３１８５５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ここで、上述したレイアウト構成の表示装置においては、表示領域３ａ内に格子状に設
けた補助配線５ａのうち、表示領域３ａの短辺方向に集中して電流が流れることが分かっ
た。しかしながら、上述したレイアウト構成の表示装置においては、表示領域３ａの長辺
方向に配列された３つの画素開口ａをそれぞれ赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の表示に対
応させたサブ画素とし、これらのＲ，Ｇ，Ｂのサブ画素を１組として１つの画素Ｐを構成
している。そして、このような画素Ｐ内においては、各色に対応する画素開口ａの開口率
を最大限に確保してレイアウトするために、画素開口ａ間(すなわちサブ画素間）に配置
される補助配線５ａは、ほぼ最小線幅となるように設計される。
【０００９】
　このため、上述したレイアウトでは、表示領域３ａの短辺方向に延設される補助配線５
ａに電流が集中して流れるにもかかわらず、この部分の補助配線５ａの線幅Ｗが細いため
に配線抵抗が高く、電圧降下によるクロストークを抑える効果を十分に得ることができな
かった。
【００１０】
　そこで本発明は、画素開口の開口率の向上を図りつつも、補助配線との接続によって有
機電界発光素子の上部電極の電圧降下を十分に防止できるレイアウトの表示装置を提供す
ることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　このような目的を達成するための本発明の表示装置は、略矩形の表示領域が設定された
基板と、下部電極と上部電極との間に有機層を挟持してなり前記表示領域内に配列された
複数の有機電界発光素子と、下部電極と同一層からなると共に上部電極に接続された状態
で下部電極間に配線された補助配線とを備えている。そして特に、各有機電界発光素子が
配置される略矩形の画素開口の長辺方向が、表示領域の長辺方向と一致していることを特
徴としている。
【００１２】
　このような構成の表示装置においては、画素開口を広げるために略矩形形状の画素開口
の長辺（すなわち下部電極の長辺）を外側に広げた場合であっても、略矩形の表示画面の
短辺方向に延設される補助配線の線幅が確保される。つまり、画素開口を広げるためには
、略矩形の画素開口の短辺を外側に広げるよりも、長辺を外側に広げることが最も効果的
なのである。上述した本発明の構成では、このように画素開口を広げた場合であっても、
略矩形の表示画面の短辺方向に延設される補助配線、すなわち補助配線のうち電流が集中
して流れる部分の線幅が確保されるため、補助配線による上部電極の電圧降下を防止する
効果も高い。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本発明によれば、画素開口の開口率の向上を図りつつも、補助配線
との接続によって有機電界発光素子の上部電極の電圧降下を十分に防止できるレイアウト
の表示装置を得ることが可能になり、高精細な表示を実現しつつもクロストークの発生を
効果的に防止することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　　以下本発明の表示装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１５】
＜表示部の構成＞
　図１は、実施形態の表示装置１の概略構成を示すレイアウト図であり、図２は要部を拡
大した平面図である。これらの図に示す表示装置１は、有機電界発光素子ＥＬを配列して
なる有機ＥＬ表示装置であって、各有機電界発光素子ＥＬに駆動回路が接続されたアクテ
ィブマトリックス駆動の表示装置である。
【００１６】
　これらの図に示すように、表示装置１を構成する基板３上には、平面形状が略矩形の表
示領域３ａが設定されている。そして、この表示領域３ａ内に複数の画素開口ａが配列さ
れている。各画素開口ａは、平面形状が略矩形であり、その長辺方向が表示領域３ａの長
辺方向ｘに一致して配置されているところが特徴的である。
【００１７】
　この画素開口ａには、画素開口ａの形状に一致して有機電界発光素子ＥＬが設けられて
いる。各有機電界発光素子ＥＬは、画素開口ａ毎に分離してパターン形成された下部電極
５を備えている。各下部電極５の周縁は絶縁膜７で覆われ、この絶縁膜７から下部電極５
を露出させた部分が画素開口ａとなる。このため、下部電極５は、画素開口ａよりも一回
り大きな略矩形にパターニングされ、その長辺方向が表示領域３ａの長辺方向ｘに一致し
て配置されることになる。そして、絶縁膜７から露出している下部電極５上には、画素開
口ａを完全に覆う有機層９と、各画素開口ａに共通したベタ膜状の上部電極１１とがこの
順に積層されている。下部電極５は例えばカソードとして用いられ、上部電極１１は例え
ばアノードとして用いられる。そしてこれらの下部電極５と上部電極１１とで有機層９を
挟持した画素開口ａの部分が有機電界発光素子ＥＬとなる。したがって、有機電界発光素
子ＥＬは画素開口ａと同一の略矩形の平面形状となり、その長辺方向が、表示領域３ａの
長辺方向ｘに一致して配置されることになる。
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【００１８】
　尚、以上のような各有機電界発光素子ＥＬに接続される駆動回路は、下部電極５に対し
て接続された状態で、当該下部電極５のさらに下層に設けられている。この駆動回路の構
成については、以降に詳細に説明する。
【００１９】
　そして、有機電界発光素子ＥＬの下層に駆動回路が設けられたアクティブマトリックス
駆動の表示装置１においては、有機電界発光素子ＥＬの開口率を確保するために、上部電
極１１側から光を取り出す、いわゆる上面光取り出し構造（以下、上面発光型と記す）と
して構成することが有効になる。このため、下部電極５は光反射性材料で構成され、上部
電極１１は光透過性材料で構成されていることとする。また有機電界発光素子ＥＬが共振
構造として構成される場合、上部電極１１は半透過半反射性材料で構成されることとする
。
【００２０】
　ここで、表示装置１がカラー表示用の表示装置の場合は、表示領域３ａの短辺方向に配
列された３つの画素開口ａをそれぞれ赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の表示に対応させた
サブ画素とし、これらのＲ，Ｇ，Ｂのサブ画素を１組として１つの画素Ｐを構成している
。１つの画素Ｐは、略正方形で構成されたいわゆる正方画素であり、この略正方形を一方
向に３分割した各部分に画素開口ａが配置されているのである。図２には、ＲＧＢの３原
色のサブ画素（画素開口ａ）を組み合わせた１つの画素Ｐ部分を拡大して図示している。
【００２１】
　ただし、１つの画素Ｐとしては、ＲＧＢの３原色のサブ画素の組み合わせに限られるも
のではなく、３原色の副画素にさらに１色あるいは複数色の副画素を加えて１つの画素Ｐ
を構成することも可能である。より具体的には、輝度向上のために白色光（Ｗ）を発光す
るサブ画素を加えて１つの画素Ｐを構成したり、色再現範囲を拡大するために補色光を発
光する少なくとも１つの副画素を加えて１つの画素を構成したりすることも可能である。
【００２２】
　以上のようなＲ，Ｇ，Ｂの各サブ画素に配置される有機電界発光素子ＥＬにおいては、
それぞれの積層構成の有機層９が設けられていて良く、これらの有機層９は隣接する有機
層９と端縁を重ねて配置されていても良い。
【００２３】
　また表示領域３ａ内には、下部電極５と同一層からなる補助配線５ａが、上部電極１１
に接続された状態で配線されている。この補助配線５ａは、下部電極５に対して絶縁性を
保った状態で下部電極５間に格子状に配線されている。このような補助配線５ａのうち、
表示領域３ａの長辺方向ｘに隣接して配置される画素開口ａ間に配線される部分、すなわ
ち表示領域３ａの短辺方向ｙに延設された配線部分（以下、第１補助配線部分５ａ-1と称
する）の線幅Ｗ１は、長辺方向ｘに延設された配線部分（以下、第２補助配線部分５ａ-
２と称する)の線幅Ｗ２よりも大きく構成されている。
【００２４】
　これらの線幅Ｗ１，Ｗ２の比は、表示領域３ａの長辺方向ｘの大きさをＬｘ、短辺方向
ｙの大きさをＬｙとした場合、［Ｗ１／Ｗ２］＞［Ｌｘ／Ｌｙ］で有ることが好ましい。
【００２５】
　そして以上のような第１補助配線部分５ａ-1は、各画素開口ａ間に全て配線されていて
良いが、必要に応じた部分のみに配線されていても良い。一方、第２補助配線部分５ａ-2
は、３つのサブ画素(画素開口ａ）を１組とした画素（正方画素）Ｐ間のみに配置されて
いて良い。尚、図３に示すように、第２補助配線部分５ａ-2は、第１補助配線部分５ａ-1
の線幅Ｗ１よりも細い線幅Ｗ２であれば、短辺方向ｙに隣接して配置される各画素開口ａ
間の全ての部分に配線されていても良く、さらには必要な画素開口ａ間のみに配置されて
いても良い。また、補助配線５ａは、第１補助配線部分５ａ-1のみで構成されていても良
い。
【００２６】
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　以上のような構成の補助配線５ａは、絶縁膜７に設けられた接続孔７ａにおいて上部電
極１１と接続されている。このような接続孔７ａは、線幅が太い第１補助配線部分５ａ-1
上に設けられることが好ましく、第１補助配線部分５a-1と第２補助配線部分５ａ-2との
交点上に設けられても良い。尚、接続孔７ａは、各第１補助配線部分５ａ-1に設けられて
いることとし、１つの第１補助配線部分５ａ-1に対しては必要に応じた配置間隔で設けら
れれば良い。
【００２７】
　また、図１に示すように、補助配線５ａおよび上部電極１１には、表示領域３ａの四隅
において上部電極１１に対して接続させた電源供給ＴＣＰ（Tape Carrier Packag）１３
から電源電圧が供給されることは従来と同様である。尚、この電源供給ＴＣＰ１３は、表
示領域３ａの四隅において上部電極１１に接続させた構成に限定されることはなく、適宜
の位置で上部電極１１に接続させた構成であっても良い。
【００２８】
＜駆動部の構成＞
　図４は、以上のような構成の表示装置１における駆動回路の構成を示す図である。また
図５は、要部を拡大した平面レイアウト図であり、１画素Ｐに対応して配置される３つの
駆動回路Ｃを拡大した図である。
【００２９】
　これらの図に示す駆動回路Ｃは、上述した有機電界発光素子ＥＬの下層に層間絶縁膜を
介して配置され、各有機電界発光素子ＥＬの下部電極（５）に接続されている。これらの
図に示すように、表示装置１における基板３上の表示領域３ａ内には、表示領域３ａの長
辺に沿って複数の走査線２１が配線され、短辺方向に沿って複数の信号線２３が配線され
ている。そして、各走査線２１と信号線２３との交差部に対応して１つの駆動回路Ｃが設
けられた構成となっている。
【００３０】
　各駆動回路Ｃは、例えばスイッチング用の薄膜トランジスタＴｒ１、駆動用の薄膜トラ
ンジスタＴｒ２、保持容量Ｃｓとで構成されている。そして、保持容量Ｃｓと駆動用の薄
膜トランジスタＴｒ２とに、有機電界発光素子ＥＬのカソードである下部電極（５）が接
続された構成となっている。また、駆動用の薄膜トランジスタＴｒ２と保持容量Ｃｓとは
、共通の電源供給線（Ｖｃｃ）２５に接続されている。このような構成の駆動回路は、図
５に示されるように、基板３上に設けられた第１導電層３１と、ここでの図示は省略した
半導体層と、これらを覆う絶縁膜（図示省略）上に設けた第２導電層３２とで構成されて
いる。
【００３１】
　また表示領域３ａの周辺には、走査線２１に対して走査線駆動回路（図示省略）を接続
するためのＴＡＢ（Tape Automated Bonding）２７、および信号線２３に対して信号線駆
動回路を接続するためのＴＡＢ２９が配置されている。
【００３２】
　そして、走査線２１の駆動により、スイッチング用の薄膜トランジスタＴｒ１を介して
信号線２３から書き込まれた映像信号が保持容量Ｃｓに保持され、保持された信号量に応
じた電流が駆動用の薄膜トランジスタＴｒ２から有機電界発光素子ＥＬに供給され、この
電流値に応じた輝度で有機電界発光素子ＥＬが発光する構成となっている。
【００３３】
　尚、以上のような画素回路の構成は、あくまでも一例であり、必要に応じて画素回路内
に容量素子を設けたり、さらに複数の薄膜トランジスタを設けて画素回路を構成しても良
い。
【００３４】
　ここで特に本実施形態に特徴的な構成は、表示部分において表示領域３ａの短辺方向ｙ
に配列された３つのサブ画素（画素開口a）に対して、表示領域３ａの長辺方向ｘに配列
された３つの駆動回路Ｃが対応して接続されているところにある。つまり、画素Ｐ内にお
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いての３つの駆動回路Ｃの配線状態は、従来構成と同様にＲＧＢ縦ストライプとして配線
されていて良い。しかしながら、これらの駆動回路Ｃに接続される有機電界発光素子ＥＬ
の画素Ｐ内における配置状態は、従来構成に対して９０°回転したＲＧＢ横ストライプと
なっているのである。
【００３５】
　このような構成を実現するために、図５に示したように、1画素Ｐ内に配置される各駆
動回路Ｃ間で、容量素子Ｃｓと駆動用の薄膜トランジスタＴｒ２とに対する有機電界発光
素子ＥＬのコンタクト部３３が、表示領域３ａの短辺方向ｙにずらした位置に配置される
ところが特徴的である。
【００３６】
　図６には、図５におけるＡ－Ａ’断面に対応する断面図を示す。尚この図６は、図２の
Ａ－Ａ’断面にも対応する図である。この図に示すように、基板３上の長辺方向ｘには、
薄膜トランジスタＴｒ２および容量素子Ｃｓを備えた１画素Ｐ分の３つの駆動回路Ｃが配
列されている。これらの画素回路Ｃは、上述したように第１導電層３１と第２導電層３２
とを用いて構成されている。そして、これらの駆動回路Ｃを覆う状態で平坦化絶縁膜３４
が設けられ、この平坦化絶縁膜３４上に有機電界発光素子ＥＬが設けられている。この有
機電界発光素子ＥＬは、平坦化絶縁膜３４に設けた接続孔内にコンタクト部３３を設け、
このコンタクト部３３を介して１つの画素回路Ｃに接続されている。
【００３７】
　この有機電界発光素子ＥＬは、先に説明したように、絶縁膜７で周縁が覆われた下部電
極５の露出面上に有機層９と上部電極１１とをこの順に積層させた構成であり、絶縁膜７
に設けた開口部分が画素開口ａとなり、有機電界発光素子ＥＬの表面形状に一致している
。また下部電極５と同一層で構成された補助配線５ａが、下部電極５の脇に配置されてい
る。絶縁膜７にはこの補助配線５ａに達する接続孔７ａが設けられ、各有機電界発光素子
ＥＬに共通の上部電極１１が、接続孔７ａを介して補助配線５ａに接続されていることは
、上述したとおりである。
【００３８】
　このような１画素Ｐを構成する３つの画素回路Ｃ上に設けられた各有機電界発光素子Ｅ
Ｌは、図１,２を用いて説明したように、画素開口ａと一致する略矩形の平面形状であっ
て、その長辺方向を表示領域３ａの長辺方向ｘに一致させている。このため、１つの有機
電界発光素子ＥＬ（画素開口ａ）が、１画素Ｐを構成する長辺方向ｘに配列された３つの
画素回路Ｃ上にわたって配置されることになる。一方、１つの駆動回路Ｃが、1画素Ｐを
構成する短辺方向ｙに配列された３つの有機電界発光素子ＥＬ（画素開口ａ）にわたって
配置されることになる。
【００３９】
　またこのような積層構成において、駆動回路を構成する薄膜トランジスタＴｒ１、Ｔｒ
２のチャネル部ｃｈは、光反射性材料からなる下部電極５または補助配線５ａと重なる位
置に配置されることが好ましい。このような位置関係とすることにより、反射材料からな
る下部電極５および補助配線５ａがチャネル部ｃｈの遮光膜となり、光照射による薄膜ト
ランジスタＴｒ１,Ｔｒ２特性の変動を抑えることができる。
【００４０】
　図７は、以上の駆動回路に設けられる薄膜トランジスタＴｒ１,Ｔｒ２の構成例を示す
図であり、（１）は平面図、（２）は平面図のＡ－Ａ’断面図である。これらの図に示す
ように、薄膜トランジスタＴｒ１,Ｔｒ２は、基板３上に設けられた第１導電層３１から
なるゲート電極３１ｇを備えている。このゲート電極３１ｇはゲート絶縁膜３０１（断面
図のみに図示）で覆われ、このゲート絶縁膜３０１上にチャネル部半導体層３０２が設け
られている。またチャネル部半導体層３０２上には、ゲート電極３１ｇに積層される位置
に絶縁性のストッパ層３０３が設けられており、さらにこのストッパ層３０３上で分離さ
れたｎ型半導体層からなるソース／ドレイン３０４（断面図のみに図示）が設けられてい
る。そしてさらに、これらのソース／ドレイン３０４に接続された状態で、第２導電層３
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２からなるソース／ドレイン電極３２ｓｄが設けられた構成となっている。このような構
成の薄膜トランジスタＴｒ１,Ｔｒ２は、パッシベーション膜３０５（断面図のみに図示
）で覆われている。
【００４１】
　図８は、以上の構成の薄膜トランジスタＴｒ１，Ｔｒ２の作製手順を示す製造工程図で
あり、以下に薄膜トランジスタＴｒ１，Ｔｒ２の製造方法を説明する。
【００４２】
　先ず、図８（１）に示すように、基板３上に第１導電層３１をパターニングしてなるゲ
ート電極３１ｇを形成する。次に、図８（２）に示すように、ゲート電極３１ｇを覆う状
態でゲート絶縁膜３０１を形成する。その後、図８（３）に示すように、ゲート絶縁膜３
０１上においてゲート電極３１を覆う位置に、チャネル部半導体層３０２を形成する。次
いで、図８（４）に示すように、チャネル部半導体層３０２上におけるゲート電極３１に
重なる位置に、絶縁性のストッパ層３０３をパターン形成する。その後、図８（５）に示
すように、ｎ型半導体層をパターニングすることにより、チャネル部半導体層３０２上に
重ねる状態で、ストッパ層３０３上で分離させたソース／ドレイン３０４を形成する。し
かる後、図８（５）に示すように、第２導電層３２をパターニングしてなるソース／ドレ
イン電極３２ｓｄを、ソース／ドレイン３０４に接続させた状態に形成し、薄膜トランジ
スタＴｒ１，Ｔｒ２を得る。また以上の後には、図７に示すように薄膜トランジスタＴｒ
１，Ｔｒ２を覆う状態でパッシベーション膜を形成３０５を形成する。
【００４３】
　以上説明した構成の表示装置１によれば、画素開口ａを広げるために略矩形形状の画素
開口ａの長辺（すなわち下部電極５の長辺）を外側に広げた場合であっても、略矩形の表
示画面３ａの短辺方向に延設される第１補助配線部分５ａ-1の線幅Ｗ１を確保することが
できる。つまり、画素開口ａを広げるためには、略矩形の画素開口ａ（下部電極５）の短
辺を外側に広げるよりも、長辺を外側に広げることが最も効果的である。このため、表示
領域３ａの長辺方向ｘに対して画素開口ａの長辺方向を一致させた本実施形態の構成では
、このように効果的に画素開口ａを広げた場合であっても、略矩形の表示画面３ａの短辺
方向ｙに延設される第１補助配線部分５ａ-1、すなわち補助配線５ａのうち電流が集中し
て流れる部分の線幅Ｗ１を確保することができる。このため、補助配線５ａによる上部電
極１１の電圧降下を防止する効果も高く得ることが可能である。尚、表示領域３ａ内にお
いては、表示領域３ａの短辺方向ｙに延設された第１補助配線部分５ａ-1に電流が集中し
て流れることは、本願の発明者らによって明らかである。
【００４４】
　また、このような構成において、補助配線線幅Ｗ１，Ｗ２の比を、表示領域３ａの長辺
方向ｘの大きさをＬｘ、短辺方向ｙの大きさをＬｙとした場合、［Ｗ１／Ｗ２］＞［Ｌｘ
／Ｌｙ］とすることにより、上述したように補助配線５ａのうちの電流が集中して流れる
方向の線幅Ｗ１より太く、電流が殆ど流れない方向の線幅を細く配線して開口率をさらに
向上させることが可能である。
【００４５】
　しかも、補助配線５ａのうち電流が集中して流れる第１補助配線部分５ａ-1の線幅Ｗ１
を確保したことにより、表示領域３ａの長辺方向ｘに延設される第２補助配線部分５ａ-2
の配置本数を削減することができる。そして、第２補助配線部分５ａ-2の配置本数を可能
な限り削減する構成とすることで、さらに画素開口ａの長辺を外側に広げて開口率を向上
させることが可能になる。
【００４６】
　この結果、画素開口ａの開口率の向上を図りつつも、補助配線５ａとの接続によって有
機電界発光素子ＥＬの上部電極１１の電圧降下を十分に防止することが可能であり、高精
細な表示を実現しつつもクロストークの発生を効果的に防止することが可能になる。
【００４７】
　また、各画素開口ａに対応して配置される駆動回路Ｃの配線状態は、従来構成と同様に
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ＲＧＢ縦ストライプとして配線されるため、駆動回路Ｃを含む表示装置１全体の回路設計
を変更する必要はなく、設計変更に伴う特別な手間およびコストが掛かることもない。
【００４８】
＜適用例＞
　以上説明した本発明に係る製造方法によって得られる表示装置は、図９～図１３に示す
様々な電子機器、例えば、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話
等の携帯端末装置、ビデオカメラなど、電子機器に入力された映像信号、若しくは、電子
機器内で生成した映像信号を、画像若しくは映像として表示するあらゆる分野の電子機器
の表示装置に適用することが可能である。以下に、本発明が適用される電子機器の一例に
ついて説明する。
【００４９】
　図９は、本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。本適用例に係るテレビは、フ
ロントパネル１０２やフィルターガラス１０３等から構成される映像表示画面部１０１を
含み、その映像表示画面部１０１として本発明に係る表示装置を用いることにより作成さ
れる。 
【００５０】
　図１０は、本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た
斜視図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。本適用例に係るデジタルカメラは、フラッ
シュ用の発光部１１１、表示部１１２、メニュースイッチ１１３、シャッターボタン１１
４等を含み、その表示部１１２として本発明に係る表示装置を用いることにより作製され
る。
【００５１】
　図１１は、本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。
本適用例に係るノート型パーソナルコンピュータは、本体１２１に、文字等を入力すると
き操作されるキーボード１２２、画像を表示する表示部１２３等を含み、その表示部１２
３として本発明に係る表示装置を用いることにより作製される。 
【００５２】
　図１２は、本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。本適用例に係るビデ
オカメラは、本体部１３１、前方を向いた側面に被写体撮影用のレンズ１３２、撮影時の
スタート／ストップスイッチ１３３、表示部１３４等を含み、その表示部１３４として本
発明に係る表示装置を用いることにより作製される。
【００５３】
　図１３は、本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ
）は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ
）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。本適用例に
係る携帯電話機は、上側筐体１４１、下側筐体１４２、連結部（ここではヒンジ部）１４
３、ディスプレイ１４４、サブディスプレイ１４５、ピクチャーライト１４６、カメラ１
４７等を含み、そのディスプレイ１４４やサブディスプレイ１４５として本発明に係る表
示装置を用いることにより作製される。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】実施形態の表示装置のレイアウト図である。
【図２】実施形態の表示装置を説明する要部拡大平面図である。
【図３】実施形態の表示装置の他の例を説明する要部拡大平面図である。
【図４】実施形態の表示装置の駆動回路の構成を示す図である。
【図５】実施形態の表示装置における駆動回路のレイアウト図である。
【図６】図２および図５のＡ－Ａ’断面に対応する断面図である。
【図７】駆動回路に設けられる薄膜トランジスタの構成例を示す図である。
【図８】薄膜トランジスタの作製手順を示す製造工程図である。を、３０５を
【図９】本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。
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【図１０】本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た斜
視図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。
【図１１】本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。
【図１２】本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。
【図１３】本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ）
は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ）
は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。
【図１４】従来の表示装置のレイアウト図である。
【図１５】従来の表示装置を説明する要部拡大平面図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１…表示装置、３…基板、３ａ…表示領域、５…下部電極、５ａ…補助配線、５ａ-1…
第１補助配線部分、５ａ-2…第２補助配線部分、９…有機層、２１…走査線、２３…信号
線、１１…上部電極、ａ…画素開口、Ｃ…駆動回路、ＥＬ…有機電界発光素子、Ｗ１…配
線幅（第１補助配線部分)、Ｗ２…配線幅（第２補助配線部分)、ｘ…長辺方向（表示領域
の）、ｙ…短辺方向（表示領域の）、Ｐ…画素
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